
     

令和 6 年 9 月 26 日 

地域密着型サービス 運営推進会議 

事業所名称…グループホームあした葉 

サービス種類…認知症対応型共同生活介護・共用型認知症通所介護 

会議開催日… 令和 6 年 9 月 26 日（木） （令和 6 年度 第 3 回） 

郵送者…  グループホームあした葉     

出席者 

事業所                           ２人 利用者   人 

利用者家族         ５人 地域代表者   ２人 

松江市職員    １人 包括支援センター   人 

知見を有する者（    ）  人 その他 人 

議事 

1.災害時の対応について意見交換 

 各地で地震や水害の被害が多発している現状を踏まえ、あした葉として災害時の取り組みについ

て「火災」「水害」「地震」「原子力災害」「その他」の５項目について説明を行い、その取り組み

についての意見交換を行った。 

 ○市役所から 

  ・火災時の入所者の避難方法について？ 

   →１階の入所者はそのまま外に避難し、２階の入所者は火元から離れた場所に避難させ 

    消防署の到着を待つ対応をする。 

  ・水害時の雑賀地区の水の量はどうか？ 

   →（地域住民の方からの説明）昭和４７年の水害の時は浸かる程度だった。 

平成１８年の時は大丈夫だった。 

  ○家族様より 

  ・地震や水害時は家族の駆けつけはなかなか出来ないと思うが、火災時家族はどうしたら 

良いか？ 

→施設として対応を考えきれていないが、スプリンクラーなどの作動もあり生活に支障を 

きたす事が考えられる。その時は家族様への支援をお願いする事もあると思う。 

  ・他施設との災害時の相互支援の協定を結ばれているが、例えば火災で全焼した場合などすぐ

にはあした葉へは帰って来れないと思うが、その施設へ避難した場合はどの位の期間受け入

れてもらえるのか？ 

   →長期間受け入れてもらうのは難しいと思う。協定を結んでいる施設以外の他施設への受け

入れなどをお願いしなくてはならないと思う。 

  ○地域住民の方より 

   ・漏電など火災になる原因は限られていると思う。コンセントのタコ足配線はしないように 

    注意してもらいたい。 

   ・スプリンクラーがどこに設置してあるのかを把握することが必要。火災時全てのスプリン

クラーが作動するわけではないので、知っておくべき事だと思う。 



     

2.サービス提供状況 

 〇グループホーム入退居利用状況（8月末～現在） 

   退居 0名 

入居 0名 

入院 ０名 

 

ショートステイ 0名  

 現在 18名 （女性 15名 男性 3名）    待機者 6名 

   要介護１（４名）要介護２（2名）要介護３（3名）要介護４（7名）要介護５（2名） 

   平均介護度 3.06 平均年齢 91.7歳  

 〇デイサービス利用状況(利用定員 ３人/日) 

   月（0名） 火（0名） 水（0名） 木（0名） 金（0名） 

 〇その他 

   

  次回 運営推進会議は 11月 28日（木）13:30～避難訓練を予定しております。 

  

 

 

※事業所確認欄  

☑活動報告についての評価を受けることができたか。  

☑要望・助言等受ける機会を設けたか。  

 


